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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第70期
第２四半期
連結累計期間

第71期
第２四半期
連結累計期間

第70期

会計期間
自  平成24年３月１日

至  平成24年８月31日

自  平成25年３月１日

至  平成25年８月31日

自  平成24年３月１日

至  平成25年２月28日

売上高 （千円） 6,951,991 6,476,463 12,861,247

経常利益 （千円） 146,177 312,067 134,563

四半期（当期）純利益 （千円） 83,560 163,843 69,078

四半期包括利益
又は包括利益

（千円） 79,114 146,259 78,161

純資産額 （千円） 2,089,257 2,203,566 2,088,270

総資産額 （千円） 14,010,222 13,520,932 12,691,034

１株当たり四半期（当期）純
利益金額

（円） 6.97 13.66 5.76

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 14.40 15.78 15.90

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 381,540 △211,749 834,256

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △191,409 △64,531 △362,676

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △46,346 384,540 △829,752

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（千円） 1,911,322 1,517,625 1,409,366

　

回次
第70期
第２四半期
連結会計期間

第71期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成24年６月１日

至  平成24年８月31日

自  平成25年６月１日

至  平成25年８月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 3.97 7.70

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関す

る事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証

券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　

(1)  業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府が打ち出した経済・金融政策、所謂「アベノ

ミクス」への期待感から株価の上昇や円高の是正が進み、企業・個人とも景況感は改善されたものの、

欧州の財政問題や新興国の景気減速など下振れリスクも存在する中で、実体経済の回復には至っており

ません。

当社グループの事業分野であります建設業界におきましては、景況感の改善から住宅投資に持ち直し

の動きが見られたほか、震災復興需要を中心とする公共事業も堅調に推移しました。今後、本格的に経

済の回復が進めば企業の設備投資も緩やかに増加し、官需・民需とも底堅く推移するものと思われま

す。

当社グループの主力製品でありますコンクリートパイル市場におきましては、震災復興需要を中心と

した公共事業が増加したことに加え、住宅投資も持ち直し傾向が見られましたが、需給ギャップの解消

には至っておらず、依然として厳しい価格競争が続きました。

また、第２の柱でありますコンクリートセグメント市場におきましては、需要の大半を占める公共事

業、特に大型プロジェクトが一巡したことから需要が大きく減少し、かつてないほどの厳しい事業環境

でありました。

このような経営環境下で当社グループは、経営理念である「社会資本の整備・充実に参画、貢献でき

る企業」「安心・確実な品質で選ばれる企業」を目指し、当連結会計年度を初年度とする「第４次中期

３ヵ年経営計画」の下、高度化するお客様ニーズを正確に捉え、高い品質の製品とサービスを競争力の

あるコストで提供してまいりました。その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は6,476百万円

（前年同四半期比6.8％減）、営業利益は364百万円（前年同四半期比83.0％増）、経常利益は312百万

円（前年同四半期比113.5％増）、四半期純利益は163百万円（前年同四半期比96.1％増）となりまし

た。
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セグメント毎の業績は次のとおりであります。

　

①コンクリート二次製品事業

Ｈｙｐｅｒストレート工法等の販売が順調に推移したことに加え、収益性を重視した選別受注に注

力しました結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は3,456百万円（前年同四半期比1.4%減）、営

業利益は383百万円（前年同四半期比45.4%増）となりました。

　

②コンクリートセグメント事業

非常に厳しい事業環境下にありましたが、当社グループは競争力強化のため更なる製造原価低減に

努めました結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は794百万円（前年同四半期比25.9%減）、営業

利益は14百万円（前年同四半期比24.1%増）となりました。

　

③工事事業

工事が順調に進捗したことに加え、効率的施工体制の確立により追加コストの発生を抑えられまし

た結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,129百万円（前年同四半期比6.5%減）、営業利益は

171百万円（前年同四半期比75.6%増）となりました。

　

④不動産賃貸事業

当第２四半期連結累計期間の売上高は95百万円（前年同四半期比1.6%増）、営業利益は73百万円

（前年同四半期比2.8%増）となりました。

　

(2)  財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて、829百万円増加して

13,520百万円となりました。これは主に現金及び預金、受取手形及び売掛金が増加したこと等によるも

のであります。

負債は、前連結会計年度末に比べて、714百万円増加して11,317百万円となりました。これは主に短

期借入金、長期借入金が増加したこと等によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べて115百万円増加して2,203百万円となりました。

　

(3)  キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べて、108百万

円増加して1,517百万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況は、以下のとおりです。

　
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、211百万円の減少となりました。

収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益311百万円、減価償却費196百万円及び仕入債務の増加

額166百万円であり、支出の主な内訳は売上債権の増加額790百万円であります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、64百万円の減少となりました。

これは、主に有形固定資産の取得による支出73百万円、投資有価証券の取得による支出30百万円によ

るものであります。

　
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、384百万円の増加となりました。

これは、主に長期借入れによる収入1,350百万円、長期借入金の返済による支出1,139百万円によるも

のであります。

　

(4)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)  研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は35百万円であります。

なお、第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。

　

(6)  経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループは平成25年度を初年度とする「第４次中期３ヵ年経営計画」に即し、お客様ニーズ

が更に高度化、多様化すると同時に技術の進歩も進む中で、未来のお客様のニーズを捉え、当社の

持つ技術・ノウハウと融合させて新しい市場を構想してまいります。

当社グループは、厳しい環境に置かれた今の時期こそ、経営理念である「社会資本の整備・充実

に参画、貢献できる企業」「安心・確実な品質で選ばれる企業」の実践を目指し、高度化するお客

様のニーズを正確に把握し、高い品質の製品・サービスを競争力のあるコストで提供し、鋭意努力

する所存であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年10月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,408,400 14,408,400
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は
1,000株であります。

計 14,408,400 14,408,400 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年８月31日 － 14,408,400 － 720,420 － 579,892
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(6) 【大株主の状況】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成25年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

東洋鉄工株式会社 静岡県沼津市原315番地の2 3,573 24.79

太平洋セメント株式会社 東京都港区台場2丁目3-5号 1,713 11.88

スルガ銀行株式会社 静岡県沼津市通横町23番地 437 3.03

植松昭子 静岡県沼津市 431 2.99

植松　眞 東京都渋谷区 217 1.50

株式会社富士興 埼玉県熊谷市上恩田485番地 210 1.45

齋藤廣一 東京都港区 200 1.38

株式会社静岡銀行
（常任代理人　日本マスタートラスト信
託銀行株式会社）

静岡県静岡市葵区呉服町1丁目10番地
（東京都港区浜松町2丁目11番3号）

159 1.11

五十畑輝夫 栃木県下都賀郡岩舟町 158 1.09

楽天証券株式会社 東京都品川区東品川4丁目12番3号 147 1.02

計 ― 7,246 50.29

(注)　上記のほか当社所有の自己株式2,416千株（16.77％）があります。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ―
―

 
―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）　　　
　普通株式　　　2,416,000

― ―

完全議決権株式(その他) 　普通株式　　 11,967,000 11,967 ―

単元未満株式 　普通株式　　    25,400 ― ―

発行済株式総数                14,408,400 ― ―

総株主の議決権 ― 11,967 ―

(注)　１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株（議決権3個）

　含まれております。

２ 「単元未満株式」には、当社所有の自己株式864株が含まれております。
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② 【自己株式等】

　 　 平成25年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社トーヨーアサノ

静岡県沼津市原315番地の2 2,416,000 ― 2,416,000 16.77

計 ― 2,416,000 ― 2,416,000 16.77

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。

　

(注) 当社では、取締役会における経営の意思決定の迅速化と監督機能を強化すること、機動的な業務執行体制の確

立を図ることを目的として執行役員制度を導入しております。

前事業年度の有価証券報告書提出日後、執行役員の異動は次のとおりであります。

(1) 新任執行役員

役名 職名 氏名 就任年月日

執行役員 管理本部長 杉山　敏彦 平成25年６月１日

執行役員 パイル営業本部長 杉山　康彦 平成25年６月１日

執行役員 東京工場副工場長 竹嶋　泰弘 平成25年６月１日

執行役員 パイル営業本部副本部長 平　光宏 平成25年８月１日

(2) 役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

執行役員
パイル営業本部副本部長

執行役員
パイル営業部長

牛尾　俊行 平成25年６月１日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成

19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年６月

１日から平成25年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年３月１日から平成25年８月31日

まで）に係る四半期連結財務諸表について、公認会計士勝又康博氏、同寺島真吾氏により四半期レビュー

を受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,409,366 1,517,625

受取手形及び売掛金 2,344,517
※２ 3,131,867

商品及び製品 539,605 543,319

原材料及び貯蔵品 175,458 163,088

未成工事支出金 98,098 98,372

その他 86,887 68,834

貸倒引当金 △2,997 －

流動資産合計 4,650,935 5,523,106

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,476,494 1,447,040

土地 4,771,873 4,771,873

その他（純額） 747,641 676,128

有形固定資産合計 6,996,009 6,895,042

無形固定資産 146,261 247,046

投資その他の資産

投資有価証券 329,241 323,383

その他 575,805 539,195

貸倒引当金 △7,219 △6,841

投資その他の資産合計 897,828 855,737

固定資産合計 8,040,099 7,997,826

資産合計 12,691,034 13,520,932

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,565,176
※２ 3,731,958

短期借入金 2,625,956 2,916,199

未払法人税等 92,507 147,724

その他 385,926 365,190

流動負債合計 6,669,566 7,161,072

固定負債

長期借入金 3,309,237 3,509,946

退職給付引当金 135,412 112,447

役員退職慰労引当金 155,355 155,093

その他 333,193 378,808

固定負債合計 3,933,198 4,156,294

負債合計 10,602,764 11,317,366
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 720,420 720,420

資本剰余金 589,841 589,841

利益剰余金 865,292 999,155

自己株式 △176,640 △176,723

株主資本合計 1,998,913 2,132,693

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 18,554 986

その他の包括利益累計額合計 18,554 986

少数株主持分 70,801 69,886

純資産合計 2,088,270 2,203,566

負債純資産合計 12,691,034 13,520,932
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年８月31日)

売上高 6,951,991 6,476,463

売上原価 6,079,720 5,428,474

売上総利益 872,271 1,047,988

販売費及び一般管理費
※１ 673,152 ※１ 683,596

営業利益 199,119 364,391

営業外収益

受取利息 1,422 922

受取配当金 8,391 9,508

負ののれん償却額 1,298 1,298

貸倒引当金戻入額 4,961 3,375

その他 10,480 13,670

営業外収益合計 26,554 28,774

営業外費用

支払利息 72,892 66,447

その他 6,604 14,651

営業外費用合計 79,496 81,099

経常利益 146,177 312,067

特別利益

投資有価証券売却益 － 21,406

移転補償金 57,000 －

特別利益合計 57,000 21,406

特別損失

固定資産除却損 7,011 211

投資有価証券評価損 303 －

会員権退会損 － 22,077

特別損失合計 7,314 22,288

税金等調整前四半期純利益 195,862 311,185

法人税、住民税及び事業税 108,325 147,366

過年度法人税等 3,469 －

法人税等合計 111,794 147,366

少数株主損益調整前四半期純利益 84,067 163,818

少数株主利益又は少数株主損失（△） 506 △24

四半期純利益 83,560 163,843
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 84,067 163,818

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,953 △17,559

その他の包括利益合計 △4,953 △17,559

四半期包括利益 79,114 146,259

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 78,601 146,275

少数株主に係る四半期包括利益 512 △15
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 195,862 311,185

減価償却費 240,351 196,066

のれん償却額 1,850 －

負ののれん償却額 △1,298 △1,298

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,961 △3,375

退職給付引当金の増減額（△は減少） △7,071 △22,965

受取利息及び受取配当金 △9,814 △10,430

支払利息 72,892 66,447

手形売却損 3,680 3,891

移転補償金 △57,000 －

固定資産除却損 7,011 211

投資有価証券売却損益（△は益） － △21,406

投資有価証券評価損益（△は益） 303 －

工事損失引当金の増減額（△は減少） △21,070 －

会員権退会損 － 22,077

売上債権の増減額（△は増加） 109,710 △790,862

たな卸資産の増減額（△は増加） 94,907 8,382

仕入債務の増減額（△は減少） △161,198 166,781

未払消費税等の増減額（△は減少） 3,620 26,329

未収消費税等の増減額（△は増加） 1,490 2,297

その他 △65,033 △18,530

小計 404,232 △65,198

利息及び配当金の受取額 9,765 10,498

利息の支払額 △72,869 △65,721

補償金の受取額 57,000 －

法人税等の支払額 △25,976 △92,151

法人税等の還付額 9,388 823

営業活動によるキャッシュ・フロー 381,540 △211,749

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 30,290 －

有形固定資産の取得による支出 △154,643 △73,507

投資有価証券の取得による支出 △62,266 △30,450

投資有価証券の売却による収入 － 29,250

貸付金の回収による収入 3,155 32,196

その他の収入 3,457 9,252

その他の支出 △11,401 △31,274

投資活動によるキャッシュ・フロー △191,409 △64,531
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年３月１日
　至 平成24年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年８月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 60,004 280,002

リース債務の返済による支出 △81,412 △75,570

長期借入れによる収入 1,280,000 1,350,000

長期借入金の返済による支出 △1,274,247 △1,139,050

自己株式の取得による支出 － △83

配当金の支払額 △29,791 △29,858

少数株主への配当金の支払額 △900 △900

財務活動によるキャッシュ・フロー △46,346 384,540

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 143,784 108,259

現金及び現金同等物の期首残高 1,767,538 1,409,366

現金及び現金同等物の四半期末残高
※１ 1,911,322 ※１ 1,517,625
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間

(自　平成25年３月１日　至　平成25年８月31日)

税金費用の計算

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。
　
　

　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１　受取手形割引高

　
前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年８月31日)

受取手形割引高 357,297千円 483,124千円

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

　　　なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成25年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年８月31日)

受取手形 ―千円 129,505千円

支払手形 ―千円 83,885千円

　
(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年３月１日
  至  平成24年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年３月１日
  至  平成25年８月31日)

給与手当及び賞与 303,434千円 311,159千円

退職給付費用 9,050千円 5,159千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は

次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年３月１日
  至  平成24年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年３月１日
  至  平成25年８月31日)

現金及び預金勘定 1,911,322千円 1,517,625千円

現金及び現金同等物 1,911,322千円 1,517,625千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自 平成24年３月１日 至 平成24年８月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年5月29日
定時株主総会

普通株式 29,981 2.50 平成24年２月29日 平成24年５月30日 利益剰余金

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　該当事項はありません。

　

３  株主資本の著しい変動

　　該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間（自 平成25年３月１日 至 平成25年８月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年5月28日
定時株主総会

普通株式 29,980 2.50 平成25年２月28日 平成25年５月29日 利益剰余金

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　該当事項はありません。

　

３  株主資本の著しい変動

　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自  平成24年３月１日  至  平成24年８月31日）

　１.　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

コンクリート
二次製品事業

コンクリート
セグメント
事業

工事事業
不動産賃貸
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客
への売上
高

3,507,001 1,073,406 2,277,738 93,845 6,951,991 － 6,951,991

(2)セグメン
ト間の内
部売上高
又は振替
高

187,004 － － 15,117 202,121 △202,121 －

計 3,694,006 1,073,406 2,277,738 108,962 7,154,113 △202,121 6,951,991

セグメント
利益

264,096 11,973 97,696 71,604 445,371 △246,252 199,119

(注) １  セグメント利益の調整額△246,252千円には、セグメント間取引消去14,737千円、のれん償却額△1,850千

円、各報告セグメントに配分していない全社費用△259,139千円が含まれております。全社費用は、主に報

告セグメントに帰属しない一般管理費及び技術試験研究費であります。

２  セグメント利益の調整後の金額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　２.　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　 該当事項はありません。

　
Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自  平成25年３月１日  至  平成25年８月31日）

　１.　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

コンクリート
二次製品事業

コンクリート
セグメント
事業

工事事業
不動産賃貸
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客
への売上
高

3,456,661 794,987 2,129,457 95,356 6,476,463 － 6,476,463

(2)セグメン
ト間の内
部売上高
又は振替
高

129,862 － － 15,079 144,942 △144,942 －

計 3,586,524 794,987 2,129,457 110,436 6,621,405 △144,942 6,476,463

セグメント
利益

383,898 14,864 171,587 73,618 643,967 △279,575 364,391

(注) １  セグメント利益の調整額△279,575千円には、セグメント間取引消去12,417千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△291,993千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費及び技術試験研究費であります。

２  セグメント利益の調整後の金額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　２.　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　 該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年３月１日
  至  平成24年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年３月１日
  至  平成25年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 6円97銭 13円66銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 83,560 163,843

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 83,560 163,843

普通株式の期中平均株式数(株) 11,992,434 11,992,046

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載してお

りません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社トーヨーアサノ(E01165)

四半期報告書

19/21



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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　あざみ公認会計士共同事務所

公認会計士 　　勝　　又　　康　　博   印

公認会計士 　　寺　　島　　真　　吾   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年10月９日

株式会社トーヨーアサノ

取締役会  御中

　

　

　

　
私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会
社トーヨーアサノの平成25年３月１日から平成26年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
(平成25年６月１日から平成25年８月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年３月１日から平成25
年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
私たちの責任は、私たちが実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対
する結論を表明することにある。私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの
基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
私たちは、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥
当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トーヨーアサノ及び連結子会社の平成
25年８月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

株式会社トーヨーアサノ(E01165)

四半期報告書

21/21


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

